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・加盟国に対し、以下の項目を対象にした2年以内の行動計画の立案と、その履行を求める。 
・行動計画の実行と達成度の評価を行う: ２年ごとに各国は達成状況をWHOに報告 
・G7はWHOのグローバルアクションプランを支持 

WHO AMR グローバルアクションプラン(2015) 

• 市民全体への啓発 

• ヒト、動物、農業、環境等のすべての分野の関係者への啓発・教育・訓練 

啓発・教育 

•  ヒト・動物、農業等に対する薬剤耐性微生物、抗微生物薬使用量に関するサーベイランス・モニタリング 

•  検査室の機能強化と連携 

サーベイランス・モニタリング 

• 効果的な衛生状況の改善や感染症防止策の強化による感染症の罹患の減少 

感染予防管理 

• ヒトや動物等への抗微生物薬適正使用 

• 薬剤の質の担保、国内での管理（処方外使用の禁止、等）、動物へのリスクアナリシスがなされない場合の成
長促進目的での使用の段階的削減 

抗微生物薬の適正使用 

• 対策のための持続的資金の確保と維持 

• 新規抗菌薬、治療薬や予防薬の開発のための国際協力 

研究開発 
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• 1.1 国民に対する薬剤耐性に関する普及啓発・教育活動の推進 

• 1.2 関連分野の専門職等に対する薬剤耐性に関する教育、研修の推進 

1. 普及啓発・教育 

• 2.1 医療・介護分野における薬剤耐性サーベイランスの強化 

• 2.2 医療機関等における抗微生物薬使用量サーベイランスの実施 

• 2.3 農林水産分野のサーベイランス、モニタリングの強化 

• 2.4 医療機関、検査機関、行政機関等における薬剤耐性に対する検査手法の標準化と検査機能の強化  

• 2.5 ヒト、動物、食品等に関する薬剤耐性に関する統合的なワンヘルスサーベイランスの実施 

2. サーベイランス・モニタリング 

• 3.1 医療・介護分野における感染予防・管理と地域連携の推進 

• 3.2 畜水産、獣医療機関、食品加工・流通過程における感染予防・管理の推進 

• 3.3 薬剤耐性微生物によるアウトブレイクへの対応能力の強化 

3. 感染予防管理 

• 4.1 医療機関における抗微生物薬適正使用の推進 

• 4.2 畜水産、獣医療等の分野における抗菌剤の慎重な使用の推進 

4. 抗微生物製剤適正使用 

• 5.1 薬剤耐性感染症の発生・伝播メカニズム、及び社会に対するその影響を明らかにするための研究の推進 

• 5.2 薬剤耐性に関する普及啓発・教育、感染予防・管理、抗微生物剤の適正使用に関する研究の推進 

• 5.3 感染症に対する既存の予防法、診断法及び治療法の最適化に資する研究開発の推進 

• 5.4 新たな予防法、診断法及び治療法等の開発に資する研究および産官学連携の推進 

• 5.5 薬剤耐性の研究及び薬剤耐性感染症に対する新たな予防法、診断法、治療法等の研究開発に関する国際共同研究の推進 

5. 研究開発・創薬 

• 6.1 薬剤耐性に関する国際的な政策に関する日本のリーダーシップの発揮 

• 6.2 薬剤耐性グローバル・アクション・プラン達成のための国際協力の展開 

6. 国際協力 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 
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動物に関するアクションプラン（2016-2020）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2014年* 2015年* 2016年 2017年 2018年 2019年 2020 年 2021年 
2020年 

（目標値**） 
大腸菌のテトラ
サイクリン耐
性率**** 

（農場） 45.2 39.9       
33%以下 

（と畜場）  39.8 47.6 40.8 43.6 44.3 45.0 40.7 

大腸菌の第３世
代セファロスポ
リン耐性率**** 

（農場） 1.5 0.9       
G7各国の数値

***と同水準 （と畜場）  0.7 2.4 2.1 1.1 2.1 1.4 1.4 

大腸菌のフルオ
ロキノロン耐
性率**** 

（農場） 4.7 3.8       
G7各国の数値

と同水準 （と畜場）  2.7 5.0 4.0 4.7 5.1 5.2 4.2 

*文献 4から作成、一部改変。JVARM「農場における家畜由来細菌の薬剤耐性モニタリング結果」 
**2020年の目標値は、文献 1より抜粋。 
***文献 5及び 6参照 
****MIC がテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは、4 µg/mL以上を
耐性としている。 

 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：特定の耐性菌の分離率（%） 

  2021年 
2027年 

（目標値§） 

大腸菌の 
テトラサイクリン耐性率* 

牛 23.8 牛 20%以下 
豚 50％以下 
鶏 45%以下 

豚 52.0 
鶏 46.2 

大腸菌の 
第３世代セファロスポリン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 1%以下 
鶏 5%以下 

豚 2.0 
鶏 2.1 

大腸菌の 
フルオロキノロン耐性率* 

牛 0.0 牛 1%以下 
豚 2%以下 
鶏 15%以下 

豚 2.0 
鶏 14.5 

§2027年の目標値は、文献 7より抜粋。 
*MICがテトラサイクリンは 16 µg/mL、第 3世代セファロスポリンは 4 µg/mL、フルオロキノロンは 1 µg/mL 以上を耐性としてい
る。 
 
 

動物に関するアクションプラン（2023-2027）の成果指標：抗菌薬使用（t）（販売量） 

 2020年 2021年 
2027年（目標値）† 
（対 2020 年比） 

畜産分野の動物用抗菌剤の全使用量 626.8 598.1 15%減 
畜産分野の第二次選択薬※の全使用量 26.7 27.6 27 t 以下に抑える 
†2027 年の目標値は文献 7より抜粋。 
※第 3世代セファロスポリン、15員環マクロライド（ツラスロマイシン、ガミスロマイシン）、フルオロキノロン、コリスチン 

ǰȼĎł�ǂǷȒĠȝ

ƛƌ

Û

ǰȼĎł

ȭĚĎł

4
4

4

ǟíǷŞć
fǂǷȒĠȝÞĤ

ÕÚ�êøŧǟȝǂŞćƗ�z�ƞĪƗu
(
)×v

Û ȭĚĎł ĭĚĎł ǰȼĎł ǟȝĠ
țťȍĮł

ƥǂ

Æº«ÏÔƾ

®Á�Ò
­ÇÏÔƾ

¢Ð½Æ»Êƾ

�É¼
¦Ï©«¸ƾ

È¥ÒÎ�¸ƾ

ÏÔ©
È�«Ôƾ

µ·Îª�¥ÏÔƾ

¦Ï©ÆÃ³¸ƾ

ªÐÁ�ǷÁÐ¡Ò
£¼ÒÔƾ

ÇÏ
�rµÐƾ

µ·Î
ª�¥ÏÔƾ

ªÐÁ�Ƿ

Æº«ÏÔƾ

È¥Ò
Î�¸ƾ

ÁÐ¡Ò£¼ÒÔƾ
�ÔÁ�Ð©rÐƾ

x�Ǒ

Æº«ÏÔƾ

È¥ÒÎ�¸ƾ

µ·Î
ª�¥ÏÔƾ

ªÐÁ�Ƿ

Æº«ÏÔƾu
	�v
®Á�Ò­ÇÏÔƾu,	(v
�É¼¦Ï©«¸ƾu(	)v
ÏÔ©È�«Ôƾu(	
�
µ·Îª�¥ÏÔƾu(	dv
ªÐÁ�Ƿu(	�v
ÁÐ¡Ò£¼ÒÔƾu(	1v

¦Ï©
ÆÃ³¸ƾ

x�Ǒ

�É¼
¦Ï©«¸ƾ

£¼ÒÔƾ
ÇÏ¡£«Ôƾ
x�Ǒ

Ş
ć
Ɨ
�
z
�
ƞ
Ī
Ɨ
u
·
Ô
v

-(/

-10	)

)1,	/

0	)


))	)

)��	


ǂǷȒĠÓÔÄÐ­ĎĩĉĦ×őĲŘŜ
(
�



ÕÚ�ȘȲ�țƑƎĨ

2 
 

  
犬の新規飼育頭数は 426千頭と過去 10年では最高の頭数となりました。 
猫の新規飼育頭数は 432千頭と前年より 若干減少いたしました。 

  
＊平均寿命を迎える２００５年～２００７年に生まれた犬は８０～１００万頭前後いるため、 
新規飼育者の飼育頭数増にもかかわらず、犬の総飼育頭数は横ばいとなっています。 

 
２. ２０２１年 犬猫の年代別現在飼育状況 （Ｐ．２３） 
年代別での飼育状況をみると、５年前と比べ犬の飼育率はほぼ全ての年代で減少しており、

最も飼育率の低下が顕著なのは 昨年と同様５０、６０代でした。また、猫の飼育率は、５

年前と比べてほぼ横ばいとなっています。 
     （  ）は２０１８年比 

 犬 猫 
全体 １１．１%（▼１．５％） ９．６%（▼０．２％） 
２０代 １２．３%（▼１．２％） ９．３%（ ０．３％） 
３０代 １０．９%（▼０．８％） ９．５%（ ０．５％） 
４０代 １１．３%（▼０．９％） １０．０%（▼０．８％） 
５０代 １１．９%（▼２．６％） １０．７%（▼０．６％） 
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Ⅰ-２ こどもの割合は 11.5％、49 年連続の低下  

こどもの割合（総人口に占めるこどもの割合。以下同じ。）は、1950年には総人口の３

分の１を超えていましたが、第１次ベビーブーム期（1947年～1949年）の後、出生児数

の減少を反映して低下を続け、1965年には総人口の約４分の１となりました。 

その後、1970年まで低下

が続いたこどもの割合は、

第２次ベビーブーム期

（1971年～1974年）の出生

児数の増加によって僅かに

上昇したものの、1975年か

ら再び低下を続け、1997年

には65歳以上人口の割合

（ 15.7％）を下回って

15.3％となり、 2023年は

11.5％（前年比0.2ポイント

低下）で過去最低となりま

した。 

なお、こどもの割合は、

1975年から49年連続して低

下しています。  

（図２、図３、参考表１） 
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図３ こどもの数及び割合の推移 

図２ 年齢３区分別人口の割合の推移 

資料： 「国勢調査」及び「人口推計」 

     注） 2022年及び2023年は４月１日現在、その他は10月１日現在 
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薬剤耐性(ＡＭＲ)対策アクションプラン（2023-2027) 概要

○ AMRに起因する感染症による疾病負荷のない世界の実現を目指し、AMRの発生をできる限り抑えるとともに、薬剤耐性微生物による感
染症のまん延を防止するための対策をまとめたもの。

○ ６分野（①普及啓発・教育、②動向調査・監視、③感染予防・管理、④抗微生物剤の適正使用、⑤研究開発・創薬、⑥国際協力）の目
標に沿って、具体的な取組を記載するとともに、計画全体を通しての成果指標（数値目標）を設定。

アクションプランの概要

＜目標１ 普及啓発・教育＞
・医療関係者等を対象とした生涯教育研修における感染管理（手指消毒の重要性など）、抗微生物剤の適正使用等に関する研修プログラ
ムの実施の継続・充実

＜目標２ 動向調査・監視＞
・畜産分野に加え、⽔産分野及び愛玩動物分野の薬剤耐性動向調査の充実
・畜産分野の動物用抗菌剤の農場ごとの使用量を把握するための体制確立
・薬剤耐性菌に関する環境中の⽔、土壌中における存在状況及び健康影響等に関する情報の収集
・環境中における抗微生物剤の残留状況に関する基礎情報の収集

＜目標３ 感染予防・管理＞
・家畜用、養殖⽔産動物用及び愛玩動物用のワクチンや免疫賦活剤等の開発・実用化の推進

＜目標４ 抗微生物剤の適正使用＞
・「抗微生物薬適正使用の手引き」の更新、内容の充実、臨床現場での活用の推進

＜目標５ 研究開発・創薬＞
・産・学・医療で利用可能な「薬剤耐性菌バンク」での分離株保存の推進、病原体動向調査、AMRの発生・伝播機序の解明、創薬等の研
究開発の推進、海外における分離株のゲノム情報の収集

・「抗菌薬確保支援事業」による新たな抗微生物薬に対する市場インセンティブの仕組みの導入
・医療上不可欠な医薬品のサプライチェーンの強靱化を図り、我が国における安定確保医薬品の安定供給に資するよう、「医薬品安定供
給支援事業」の実施

・適切な動物用抗菌性物質の使用を確保するため、迅速かつ的確な診断手法の開発のための調査研究の実施
＜目標６ 国際協力＞
・「薬剤耐性(AMR)ワンヘルス東京会議」の年次開催の継続を通じた、アジア諸国及び国際機関の関係者間の情報共有、各国のAMR対策
推進を促進

主な新規・強化取組事項

ƥƵĭĚķ�ȡìÇ­±r ʼmǂǷȒĠȝĝį�kp�ȘȲ�û|Ŀũ�p

n ÓÔÄÐ­�ƽĥl�kÛ{p��oĎł�kh��ȒĠȝ�
ĎĩĉĦ�ǟȝǂ�ǏħŞćmŰė�g�

n ǰȼĎł�ȭĚĎł�ż��ĤŽȟǺmǡ��k�kȒĠȝ�
ÞĤŷ�ǟȝǷ�ŞćƗ�úv�ĂǄƤ�Ģò�ǹ}�h�h



ʼmȘȲ����ǂǷȒĠȝmë~l��lp ƴíƲƼķ�ōôŮǦïĵªrÅ�ÎÔ­ãàu?6C!GvmǮq�
ŭò�ȒĠȝ

?6C!GkŭòȒĠȝêƸŷk
(
�×kÖƁĳ

)(¾r®Ô±�Ð
]Ĉā�)((�uzñkýl�Ĩj�)(ƕĂ

u�ÉÆ»ÊyÁÐ¡Ò£¼ÒÔy�É¢«Ôv

u�ÉÆ»ÊyÁÐ¡Ò£¼ÒÔy�É¢«Ôv

ƴíƲƼķ ǂǷȒĠ�6BF�ïĵ�~h�

 

 
 

 
 
 
 

薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書 

2023 
 

Nippon AMR One Health Report （NAOR） 
2023 

 

 
 
 

 
令和６年４月５日 

薬剤耐性ワンヘルス動向調査検討会 
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Figure 1.2. The simple scheme of β-lactam antibiotics mechanism. The improper 
formation of peptidoglycan layer induce cell lysis and death by changing of its osmotic 
pressure. 
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Although numerous efforts have been placed on the discovery new
generation of beta-lactam antibiotics to further improve their clin-
ical efficacy, bacteria have been evolving with an unbeatable pace to
fail those new beta-lactams (Culotta, 1994). To address this serious
public health issue, it is imperative to study the molecular basis
of beta-lactam resistance so that we can overcome beta-lactam
resistance by targeting resistance mechanisms.

The molecular mechanisms of beta-lactam resistance have been
widely studied (Ogawara, 1981; Fuda et al., 2004; Jovetic et al.,
2010; Harris and Ferguson, 2012). To evade the bactericidal
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evolved multiple strategies, such as production of beta-lactamases
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has been proposed that beta-lactamases and the PBPs may share a
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